
｢中間まとめ～CPSによるデータ駆動型社会の到来を見据えた変革～｣平成27年５月

『…近年のIT技術の発展はめざましく､デバイスについては､センサーの小型
化｡省電力化"低廉化､モバイル機器の高性能化等が達成され､情報処理につい
ては､クラウドの大規模化"低廉化､分散処理技術の高度化等が進展した｡また、
これに加えて､ネットワークについても､通信速度の高速化や通信費用の低廉化
が進行した。

急速な技術革新等によって､様々なデータのデジタル化に伴うコスト
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CPS(CyberPhysicalSystem）
産業構造審議会商務流通情報分科会情報経済小委
「中間まとめ～CPSによるデータ駆動型社会の到来？

結果の実世界へのフィードバックが社会規模で可能となり

新たな情報革命とも言うべ

実世界のあらゆるモノがネットワークでつながるICTが進

い

２

このような

イバー空間との相互連関(ＣＰＳ)が生まれ始め、
会変革の胎動が予見されている｡』

が低下した。これにより、

これまでは実現できなかったデジタルデータの収集､蓄積､解析､解析
士

展し､従来デジタル化されることがなく散在していたデータが大量にインターネット

に流通し始めた｡｢情報爆発｣とも呼ばれるほど､社会全体に流通するデータの量
が加速的に増加し､様々な分野において､量｡発生頻度｡多様性を有するビッグ
データの利活用を可能とした。

この結果、

､このような実世界とサ
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産業構造審議
｢中間まとめ，

会商務流通I情報分科会情報経済小委員会

～CPSによるデータ駆動型社会の到来を見据えた変革～｣平成27年5月

､…実世界のあらゆるモノに

報として収集されるという好循環を起こす…。

関するデータがデジタル化され(収集"蓄積)、それ
がインターネットを介して流通する(運柵)状態が実現され、 その処理・解析|こよっ

ＣＰＳの深化のレベルに応じ､主に以下のような変化が産業や社会にもたらされ
ると考えられる。…

(1)実世界とサイバー世界の相互作用による高付加価値化

…様々な分野において､各産業のプロセス･オペレーションの革新や｢製品の

サービス化｣等のビジネスモデルの高度化等の形で､新たな付加価値を創造する

ことが予見される。

(2)データの二次利用や､特定分野での技術基盤等の他分野への応用による新

たな価値創造

…各分野内で新たなサービスや製品を生み出すだけでなく､その分野の!情報

基盤等を他分野へ応用することにより､既存の産業の垣根を越えた全く新しい付

加価値が創造され､広範な産業に破壊的イノベーションをもたらし､大きく変革す

る可能性がある。…』
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て付加価値が生み出され、 当該価値が実世界に変化を与え、当該変化が
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｢中間まとめ～CPSによるデータ駆動型社会の到来を見据えた変革～｣平成27年５月

『ITの社会への実装は､以下のような段階を踏んで進展し､現在はまさに
レベルⅣのＣＰＳの実現という段階に位置している。

レベルＩ個別機器を独立して使用(スタンドアロン）（～９０年代後半）

レベルⅡ一部機器がネットワークに接続され､デジタルデータの流通
が開始(ネットワーク化）（～００年代前半）

レベルⅢデータ集積｡集計｡処理といった機能が､個別の端末からネッ
トワーク上のデータセンター等へ移行(クラウド化）（～ｏo年
代後半）

レベルⅣ実世界をデジタルデータに変換し､そのデータを処理した上で、
現実にフィードバックするというループの発生(ｃＰＳ)'(１ｏ年
頃～）

レベルＶＡＩによる価値創造と完全自律｡自働化（今後)』

）CPS(CyberPhysicalSystenr，
産業構造審議会商務流通情報分科会情報経済小
「中間まとめ～cPSによるデータ駆動型社会の到§
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想定されるサービスと著作権(－WＩ

＜現行権利制限規定の適用可能性＞

|圏１
重
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cPSに類型されるサービスの実現には籍様々な目的での
著作物の取り込み｡蓄積及び一定の出力(プッシュ型の出
力を含む)を許容することが必要となるが､現行規定では
以下の点で適用が困難と理解される。

画第４ﾌ条の６:行為主体の限定、「送信可能化された情
報｣に限定、「公衆からの求めに応じ｣に限定

風第４ﾌ条の７:利用目的の｢情報解析｣への限定一複製
物･翻案物の出力の非許容

回他に､第４ﾌ条の５(行為主体､利用目的、出力)、４ﾌ条
のｇ(利用目的、出力)の適用も困難。
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能する場合もあるかもしれない
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例:機械翻訳
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用例ベース翻訳

･用例参照

･違いの検出
画置換
･訳文生成
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画 て~圧ワi翻訳文＞

Overlongeras，
humanhas

advanced．

一

く実在の対訳＞

農業は長い時間

をかけて､進歩
してきました

三

当該蓄積および翻訳行為が､複製権および翻案権を
侵害する行為と評価される可能性を否定できない。

対訳データOverlongerasj

agriculturehas
advanced．

＜翻訳要求原文＞

鴬Ｉ

で
統計翻訳
･モデル参照

画仮説の探索
風訳文生成

霞|執化卜 ｐ
複製物

システムに取り込み

一ることにな為ため‐

＜出力翻訳文＞

…
対訳データの提供(ライセ

ンス)の動きや､著作権フ
リーの対訳データを作ろ
うという動きもある。

Ｉ

日本語の特殊性の点から､機械翻訳サービスの精
度向上には大きな期待がある。

Copyright2015FUjlTSUUMlTED

＜出力翻訳文
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複製物？

用例ベース翻訳

･用例参照

:琴墓の検出
一出力、

＜翻訳要求原文＞

例:機械翻訳 dｏ
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豊穣な教育を実現するために、

例:教育支援サービス(想像） cO
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される教育環境での利用をサポートする目

的で､教育機関にのみ出力を限定する
サービスが可能とならないものか。

教材に使用可能

なデジタル素材
の分箱DＢ震馴の

■ー■ー■ー■ー■ー●ー●ーﾛ

条）(3５

1１

絵画 昨q、

写真
一
日
字 麦震体の ｌＵＲＬｌｌＵＲＬｌ ｉｉｌ

あるものと考えられる

(出力時に有償｡無償を区別する
などの工夫可能性あり）

ＵＲＬ
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47条の６，４７条の７，

への該当性に課題
47条の５，４７条の６，

４７条の７，４７条の9へ
の該当性に課題

§

出力取り込み

l:教育支援ニサービス(想像）
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例:障がい者等支援サービス（想像）
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|皇隻窪者．
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回Ｂ

原黒；出版物 ＝：桧

複製物
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覚等の

相互変
換･変形

に
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手話映像

角謙

韓‘う冷蒜
への該当性に課題
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１－．－．－．－．－．－．－．－．－．

･音訳出版などのビジネス的な動きもある。

･手話コーパス(対訳辞書)を作る研究が事業者が､公表された第三者の著作物か
ある。…機械翻訳に類似 ら､障がい者が視聴するデータ(音声デー

柵ﾐ融喜獣二華事ﾗﾗ碁藷夕､文字デーﾀ､映像デーﾀ等)を作成して、
物を自由に活用できるとよい場合がある。事業者のDBに蓄積息出力することは､許容

されていない。
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"音訳出版などのビジネス的な動きもある。

･手話コーパス(対訳辞書)を作る研究が障がい者の情報アクセシビリテイの向上は、
ある。…機械翻訳に類似 様々な場面で必要である｡37条､３７条の２

柵ﾐ繍識二革拳ﾗﾗ喜諾で許容される陣がい者の利用､支援者の
物を自由に活用できるとよい場合がある。利用をサポートする目的で､出力を限定す

るサービスが可能とならないものか。
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権利制限とすることの根拠
ＣＯ

FUlITsU

＞cPSに著作物が取り込まれる(複製･翻案され､送信可能化される)段階では、

そのこと自体によって､取り込まれる著作物の正規のビジネスとは衝突しない

ケースが多いものと考えられる(非享受型利用)。また､ライセンスに馴染みに

くい例も多い。

＞CPSでは､取り込まれた著作物の出力により価値が高まるサービスも想定され

るところ､その著作物を出力する段階においては､著作物の表現を利用者が

享受することとなり、場合によっては著作権者等の既存の正規ビジネスとの

衝突をする場合も考えられるが､一方で､著作物の利用が軽微で､著作権者

等の利益を不当に害するとは言えない場合もあるのではないか｡出力の程度、

出力される部分の著作物性など､サービスによっても､また同じサービスにお

いても個々の出力内容などが異なることも想定されることから､その個々にお

いて利益衡量がなされるとよい。

＞また公益的観点から社会的要請が高いと判断される出力も考えられる。

Copyright2015FUjITSULlMlTED I砥

権利制限のイメージ 'FUiilTsU

＞著作物に関連するCPSに属するサービスとして､どのようなものが提供される

かは､現段階では具体的に特定することは困難だが､CPSに類型される利用

形態においては､その著作物の取り込み"蓄積､出力等について､一律に是

非を判断できない場合が多いと考えられ､個別の事例について目的や態様に

照らして柔軟に判断ができる可能性を有する権利制限が置かれるのが望まし

い。

＞また､CPSを想定しての検討をしているが､技術的進展が止まることはない点

にも留意が必要であることから､極力、特定の技術的な観点からの限定的な

態様での権利制限規定ではないことが望ましい。

＞裁判所により、個別事例において目的や態様及びそれらが著作権者に及ぼ

す影響を考虐して柔軟に解釈されれば､著作者の保護を基調とし､技術的進

展に応じた著作物の利用｡流通を促進しつつ､文化の発展に寄与するという

著作権法の趣旨に合致するものであると考えられる。
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「産業構造審議会商務流通情報分科会情報経済小委員会中間とりまと：め
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＜図３：CPSによるデータ駆動型社会の概念図＞

謂菖

ＣＰＳに総評ﾀ駆動型齢候識錦繍窪難需謹蕊頚

零喜

綾一

一理メ…………I…悶遮
『且画p■Ｂｐ

零喜

溌
搾

零置Ｐ

鎌邑
パィタルセンサ

亨璽直亀
モニタリングセンサ

デｰﾀ収集
ｒ頭【

▼

dlgItaL

■ ■ ■

鵜 匙』猿 i･職のデジﾀﾚ膳ﾂﾄﾜ割嘩隠連に嘩一．『｡:，Cybel
Physi データの

蓄種･解折
dIgItal

▼

InReuIgsn函

『'

謂菖 零喜零喜零喜

「ーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーー一一一ーーーー一ｰーｰーーー~~ー~一一一一一一一－一一一一一一一一ｰーｰ一一一一~一一ｰｰーーｰｰ一~ｰｰｰー１

１＜参考:本報告書におけるキーーワードの定義＞

'○CPS:CyberPhysicalSystemoデジﾀﾙデーﾀの収集蓄積解析､解析結果の実世界へのﾌ゙ｲＩ
ｌ－ドパｯｸという実世界とｻｲパー 空ー間との相互連関｡ドｲﾂが掲げる第四次産業革命(industry4.0）｜

｜は概念としては同義であるが､実際には製造ﾌ゚ ﾛｾｽにおける取組が中心。
'○ヂー ﾀー駆動型社会:上記CPSがICTによるモノのデジタル化画ﾈｯﾄﾜー ｸ化によって様々 な産業社｜

Ｉ会に適用され､デジﾀﾙ化されたデー ﾀが､ｲﾝﾃﾘジｪﾝｽへと変換されて現実世界に適用されるこ’
｜とによって､データが付加価値を獲得して現実世界を動かす社会。

'○loT:lnternetofThings(モノのインターネット):様々 なモノがインターネットにつながること｡上記ｌ

ＩｃＰｓのプﾛｾｽのうちｾﾝｻー等によって現実社会がデジﾀﾙデーﾀ化され､ﾈｯﾄﾜーｸに流通すＩ
｜ることを指す｡loTについては､モノだけでなくｺﾄも含めて全てがﾈｯﾄﾜー ｸ化されること､あるいはデ’

’一ﾀが流通することのみならず現実世界を制御することまでを指し､cPSとほぼ同義で用いられる｜
｜ケースもあるが､ここでは狭義の意味で使う。

'○ビッグデータ:上記CPSのプロセスのうち､多量､多発生頻度､多様Ｉ性を特徴とするデジタルデータが｜

｜集積したものを指す。
'○人工知能:人間の思考と同じ機能を再現したｿﾌﾄｳｪｱ｡目的や手法に応じて様々 な技術が開発さ’

｜れているが､中でも｢機械学習｣から派生した｢デｨープﾗーﾆﾝグ｣と呼ばれる技術は､事例(デーﾀ)｜
｜を教材として｢パターンの抽象化画抽出｣を行い､自ら学習して新たな知識を身につけていく自律的な｜

｜学習技術であり､これによって高度化した人工知能を活用し､価値創造に関する迅速かつ的確な意｜
｜思決定を行う分析技術を提供する者が､広範な産業分野において､その競争支配を一層高めると｜

｜見られている。
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